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フィッチ・レーティングスがエジプトの格付けを引き上げ 

 

格付け会社フィッチ・レーティングスはエジプトの外貨建ておよび現地通貨建て長期発

行体デフォルト格付け（IDR）を「B-」から「B」へ引き上げ、見通しを「安定的」とし、エジ

プトの外貨建ておよび現地通貨建て無担保シニア債の銘柄格付けも「B-」から「B」へ引

き上げた。カントリー・シーリングは「B-」から「B」へ引き上げられ、外貨建て短期IDRは

「B」と再確認された。エジプトのIDR引き上げは次の主要格付要因とその相対的な重要

性を反映している。高度：政府は近年に表面化ないし深刻化した重大な構造的な弱点

の一部に取り組むために設計された政策が軌道に乗り始めている。明確な財政再編 5

ヵ年戦略の一部として燃料補助金の削減と増税が実施されている。電力不足への取り

組みがあり、石油会社への未払金が削減され、投資法が改正され、外国人投資家との

争議の和解が成立している。これらの対策は強い政治的な後押しを受けているようであ

る。中程度：財政再編、力強い成長率、商品価格低下が財政赤字を縮小させる見通し

である。ただし、2015 年度（年度末 6 月）見通しでGDP比 10.2％と同等国と比較して高

水準にとどまる。補助金を除く赤字は 2015 年度にGDP比 6.3％まで縮小すると予想さ

れている。燃料補助金は削減され、新税が導入され、既存の税制改革は全般に計画が

前倒しされている。2015 年後半に課税ベースを拡げる付加価値税の導入が予想されて

いる。財政収支が原油価格低下の恩恵を享受するのは明らかであり、小麦価格も予算

水準を大きく下回っていることから、2015 年度の補助金予算をさらに節減させることにな

るだろう。（ロイター） 
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